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おしらせHOTコーナー　案内・催し 
  Q

１１
月
１３
日
貊
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

３０
分
　
 

L
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
ｋ
ａ
ｚ
ｅ
お
よ

び
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
特
設
会
場
（
Ｊ
Ｒ
越
谷
レ
イ

ク
タ
ウ
ン
駅
下
車
す
ぐ
）
 

O
パ
ー
ト
の
税
金
か
ら
相
続
・
贈
与
ま
で

税
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
疑
問
に
無
料
で
回

答
※
相
談
員
＝
女
性
・
青
年
税
理
士
 

J
関
東
信
越
税
理
士
会
越
谷
支
部
蕁
９６２
・

６
１
３
１
（
平
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
３０
分
）
 

   ●
長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
制
度
 

　
製
品
が
古
く
な
る
と
部
品
等
が
劣
化
（
経

年
劣
化
）
し
、
火
災
や
死
亡
事
故
を
起
こ

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
「
長
期
使
用
製
品

安
全
点
検
制
度
」
で
は
、
経
年
劣
化
に
よ

る
重
大
事
故
発
生
率
の
高
い
製
品
を
特
定

保
守
製
品
と
し
、
安
全
に
使
う
た
め
の
目

安
と
な
る
設
計
上
の
標
準
使
用
期
間
を
設

け
て
い
ま
す
。
 

　
該
当
製
品
を
購
入
の
際
、
メ
ー
カ
ー
に

所
有
者
登
録
を
す
る
と
標
準
使
用
期
間
の

終
わ
る
頃
に
点
検
通
知
が
届
き
ま
す
。
安

全
に
使
う
た
め
に
、
ぜ
ひ
点
検
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
 

●
長
期
使
用
製
品
安
全
表
示
制
度
 

　
経
年
劣
化
に
よ
る
重
大
事
故
の
発
生
率

は
高
く
は
な
い
も
の
の
、
事
故
件
数
が
多

い
製
品
に
つ
い
て
、
設
計
上
の
標
準
使
用

期
間
と
経
年
劣
化
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起

等
の
表
示
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
標
準
使
用
期
間
が
過
ぎ
た
ら
、
異
常
な

音
や
振
動
、
に
お
い
な
ど
製
品
の
変
化
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

J
経
済
産
業
省
商
務
流
通
グ
ル
ー
プ
製
品

安
全
課
蕁
０３
・
３
５
０
１
・
４
７
０
７
、

関
東
経
済
産
業
局
消
費
経
済
課
蕁
０４８
・
６００

・
０
４
０
９
 

  Q
１２
月
１１
日
貊
　
午
後
１
時
〜
４
時
 

L
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４
階
市
民

ホ
ー
ル
 

N
平
成
２２
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
を
卒
業
見
込
み
か
、
卒
業
後
３
年
以

内
の
方
 

O
参
加
企
業
約
２５
社
の
入
退
場
自
由
の
面

接
会
。
参
加
企
業
一
覧
を
配
布
 

K
履
歴
書
複
数
 

J
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
蕁
０４８
・
６４７
・

４
１
８
５
 

          　
Ｓ
マ
ー
ク
は
、
厚
生
労
働
大
臣
認
可
の

標
準
約
款
制
度
に
従
っ
て
営
業
し
て
い
る

お
店
で
す
。
 

　
こ
の
Ｓ
マ
ー
ク
を
店
頭
に
表
示
し
て
い

る
「
理
容
店
」
「
美
容
店
」
「
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
」
「
め
ん
類
飲
食
店
」
「
一
般
飲

食
店
」
な
ら
、
安
心
、
安
全
、
衛
生
が
保

証
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
信
頼
で
き
る
お
店
選

び
の
大
き
な
目
安
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

万
一
の
場
合
、
事
故
賠
償
基
準
に
基
づ
い

た
補
償
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

J
譛
埼
玉
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ

ー
蕁
０４８
・
８６３
・
１
８
７
３
 

  〜
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
労
働
局
が
解
決

を
お
手
伝
い
し
ま
す
〜
 

　
解
雇
、
配
置
転
換
、
労
働
条
件
の
引
き

下
げ
、
い
じ
め
な
ど
に
よ
る
職
場
で
の
ト

ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル

の
防
止
、
迅
速
な
解
決
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
埼
玉
労
働
局
で
は
、
次
の
制

度
を
用
意
し
て
、
無
料
で
個
別
労
働
紛
争

の
解
決
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
 

▼
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
の
情
報
提
供
・
相
談

▼
労
働
局
長
に
よ
る
助
言
▼
紛
争
調
整
委

員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
（
紛
争
当
事
者
間

の
調
整
）
 

J
埼
玉
労
働
局
企
画
室
蕁
０４８
・
６００
・
６
２

６
２
、
春
日
部
労
働
基
準
監
督
署
蕁
０４８
・

７３５
・
５
２
２
７
 

        Q
１２
月
５
日
貍
　
午
後
３
時
〜
９
時
・
６

日
豸
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
 

L
や
し
お
生
涯
楽
習
館
 

O
▼
５
日
＝
展
示
品
一
般
公
開
▼
６
日
＝

地
場
農
産
物
展
示
品
予
約
販
売
、
農
産
物
・

漬
物
加
工
品
・
や
し
お
特
産
品
・
つ
き
た

て
餅
・
焼
そ
ば
の
販
売
、
豚
汁
の
無
料
配

布
、
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
和
楽
太
鼓
・

安
全
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
 

J
農
政
課
蕁
A
２
９
９
 

  Q
１１
月
２７
日
貊
〜
２９
日
豸
　
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
２７
日
は
午
後
３
時
か
ら
、
２９

日
は
午
後
３
時
ま
で
）
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
展
示
室
 

J
農
政
課
蕁
A
２
９
９
 

  「
感
謝
の
気
持
ち
を
友
達
に
〜
深
ま
る
輪
 

・
広
ま
る
輪
〜
」
 

Q
平
成
２２
年
１
月
１１
日
豢
　
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
４５
分
（
午
後
１
時
受
付
開
始
）
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
 

N
平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
 

O
式
典
、
抽
選
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 

※
１２
月
初
旬
ご
ろ
、
市
内
在
住
の
対
象
者

に
案
内
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。
現
在
、
市

外
に
転
出
さ
れ
て
い
る
方
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

J
社
会
教
育
課
蕁
A
３
５
７
 

  　
市
内
の
小
・
中
・
高
校
に
在
学
す
る
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
豊
か
な
感
性
で

と
ら
え
た
、
「
日
ご
ろ
感
じ
た
こ
と
や
考

え
て
い
る
こ
と
」
を
力
強
く
発
表
し
ま
す
。
 

Q
１１
月
１４
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

３０
分
（
午
後
１
時
開
場
）
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
 

O
潮
止
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
あ
り
 

P
無
料
 

J
青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議
事
務
局
（
社

会
教
育
課
内
）
蕁
A
３
６
５
 

  Q
１２
月
１９
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

３０
分
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室
 

N
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
か
ら
２０
歳

ま
で
の
方
 

O
ア
フ
レ
コ
の
体
験
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
作
成
※
講
師
＝
武
藤
裕
治
さ

ん
（
ア
ニ
メ
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」

監
督
）
ほ
か
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
声
優
 

R
７０
人
（
申
込
順
）
 

P
無
料
 

M
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
青
少
年
育
成
八

潮
市
民
会
議
事
務
局
（
社
会
教
育
課
内
蕁

A
３
６
５
、
３
５
７
）
へ
 

  Q
１１
月
２９
日
豸
　
午
前
９
時
〜
 

L
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
・
ゆ
ま
に
て
 

R
８
チ
ー
ム
（
申
込
順
）
 

P
１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円
 

M
１１
月
１０
日
、
午
前
９
時
か
ら
、
メ
ン
バ

ー
表
に
参
加
費
を
添
え
て
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
・
ゆ
ま
に
て
（
蕁
９９６
・
０
１
２
３

※
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）へ
 

  Q
１２
月
１２
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分
 

L
資
料
館
学
習
室
 

N
小
学
生
以
上
の
方
 

O
七
輪
を
使
い
、
あ
ら
れ
を
煎
る
 

K
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
 

R
２０
人
（
申
込
順
）
 

P
２００
円
 

M
１２
月
５
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み
の
う
え
、
参
加
費
を
資
料
館

（
蕁
９９７
・
６
６
６
６
）
へ
 

    Q
１１
月
１７
日
貂
〜
平
成
２２
年
１
月
１７
日
豸
 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

L
資
料
館
企
画
展
示
室
 

O
古
写
真
や
記
録
・
資
料
を
通
し
て
、
「
ま

ち
」
の
う
つ
り
か
わ
り
や
先
人
の
生
活
の

姿
を
紹
介
 

P
無
料
 

★
同
時
開
催
企
画
展
講
座
 

Q
１１
月
２３
日
豢
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分
 

L
資
料
館
視
聴
覚
講
座
室
 

O
演
題
「
近
郊
農
村
の
１００
年
」
（
仮
題
）

※
講
師
＝
大
豆
生
田
稔
さ
ん
（
東
洋
大
学

大
学
院
教
授
）
 

R
８０
人
（
申
込
順
）
 

P
無
料
 

M
電
話
で
資
料
館（
蕁
９９７
・
６
６
６
６
）へ
 

  〜
家
づ
く
り
か
ら
は
じ
め
る
街
並
み
づ
く

り
〜
 

Q
１１
月
２２
日
豸
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
 

L
や
し
お
生
涯
楽
習
館
 

O
連
携
５
大
学
に
よ
る
「
地
域
の
特
徴
を

活
か
し
た
住
宅
モ
デ
ル
の
発
表
」
や
「
パ

ネ
ル
展
示
」
 

P
無
料
 

            J
八
潮
街
並
み
づ
く
り
１
０
０
年
運
動
実

行
委
員
会
事
務
局
（
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
）

蕁
A

３
４
６
 

  Q
１１
月
２２
日
豸
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

５０
分
（
午
前
９
時
３０
分
開
場
）
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
 

O
２５
周
年
記
念
音
楽
演
奏
発
表
会
 

P
無
料
 

J
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

蕁
９９５
・
６
２
１
６
 

  　
市
内
小
・
中
学
校
特
別
支
援
学
級
の
児

童
生
徒
に
よ
る
、
日
常
的
な
学
習
の
成
果

の
作
品
展
示
で
す
。
 

Q
１１
月
１４
日
貍
〜
１９
日
貅
　
午
前
９
時
〜

午
後
９
時
（
１７
日
は
休
館
、
１９
日
は
午
後

３
時
ま
で
）
 

L
や
し
お
生
涯
楽
習
館
 

J
松
之
木
小
学
校
・
佐
藤
蕁
９９６
・
１
３
７

７
 

求
人
企
業
合
同
面
接
会
 

お
店
選
び
は
S
マ
ー
ク
登
録
店
で
！
 

第
3
回
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

体
験
講
座
「
あ
ら
れ
煎
り
」
 

第
２５
回
市
民
音
楽
祭
 

第
３５
回
八
潮
市
農
業
祭
 

平
成
２２
年
八
潮
市
成
人
式
 

青
少
年
の
主
張
大
会
 

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
 

青
少
年
ア
ニ
メ
・
ア
フ
レ
コ
体
験
講
座
 

八
潮
市
鉢
の
会
盆
栽
展
示
会
 

資
料
館
開
館
２０
周
年
記
念
事
業
 

第
２３
回
企
画
展
「
ま
ち
の
履
歴
書
〜
資
 

料
と
写
真
で
つ
づ
る
八
潮
の
あ
ゆ
み
〜
」
 

　子どもたちの『ココロの声』を作文で発表する少年の主張
大会。今年は県内から過去最多の約２万６０００人の応募が
あり、佐々木さんは中学生の部で最優秀賞を受賞しました。 
　母親が中国人の佐々木さん。小学６年生の時、担任の
先生から「佐々木さんは、日本と中国の二つ文化を持ってい
るからいいですね」と言われたことがきっかけで、それまで感
じていたコンプレックスを捨てることができただけでなく、『自分
はダブルの文化を持っていて得なんだ』と前向きな考えに変
わった経験を発表しました。 
　いじめに遭うなど辛い経験から、人を思いやる大切さを感
じた佐々木さん。今現在、大原中学校に在籍し、学級委員
としてクラスのまとめ役をしています。「中学入学当初、日本
語が理解できずに困っている中国人のクラスメートに、佐々木
さんは恥ずかしがらず中国語で話しかけくれたので助かりまし
た。」と担任の吉川先生。毎日の学校生活においても通訳と
して大活躍の佐々木さんだそうです。 
　そんな佐々木さんに将来の夢を尋ねると「キャビンアテンダ
ントになることです。我要　了理想努力！（私は夢に向かっ
て努力します）」と笑顔で話してくれました。 

佐
々
木
　
晶
さ
ん 

大
原
中
学
校 

少
年
の
主
張
大
会 

最
優
秀
賞
受
賞 

（
大
曽
根
） 

さ
　
さ
　
き
　
　
　
　
あ
き 

長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
・
 

表
示
制
度
 

無
料
税
務
相
談
会
 

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
 

予約販売される地場農産物 

な
か
よ
し
作
品
展
 


